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1 は じ め に

より低樹高で生産性の高いリンゴわい化栽培体系を確立

するため,肥培管理面では土壌肥沃度に合わせた窒素施肥

体系の構築が課題と考えられるが,現在のところリンゴわ

い化栽培園での窒素肥沃度の評価基準は設定できていない。

そこで秋田県の代表的なリンゴ園土壌に新植した `ふじ'

おい性台樹園について,ビ ン培養による可給態窒素が指標

として有効かどうかを樹体生育との関係から検討した。

2試 験 方 法

は)供試園の所在と土壌分類
供試園には県内 8ケ 所の園地を選定した。A,B園 :鹿

角市 (表層多腐植質黒ボク土),C園 :西 目町 (淡色黒ボ

ク土),D園 :平鹿町 (表層腐植質黒ボク土),E園 :増 田

町 (低地造成土灰色低地土に褐色森林土を客土造成),F,

G園 :増田町 (細粒グライ土).II園 :湯沢市 (細粒灰色

低地上,灰色系)。

2)供試樹と植え付け方法

供試品種/台木は,`ふ じ'/」Ml,JM7,JM 8及 び

M26(台木長各40m)と した。各園地ともJM 7,M26

台樹は5樹以上を供試し,園地によつては JM l,JM8

台樹も併せて供試した。

定植は,G園では1998年 11月 に (2年生苗),B園では

1999年 4月 (2年生苗)に ,そ れ以外の園地については

1998年 4月 に (1年生苗)行 った。 E園のM26台樹は

1999年 4月 に (2年生苗)植え替えした。各供試樹とも地

上部の台木長が20mになるように植え付け, '3、 じ
'/M

26については苗木養成時マルバカイドウを補助根に使用

したため,植え付け直前にM26台木から切り離した。

13)新梢等の管理と施肥

2000年 :4月 上旬に主幹延長技の切り戻しとせん定を行っ

た。7月下旬には主幹延長新梢を除き主幹 2年枝部分の新

梢は20cn以上伸長したものについては20clo残して切除した。

主幹 3年枝,4年枝部分の 2年枝上の新梢は,頂端新梢と

競合する新梢や著しく徒長した新梢を切除した。

2)施肥
各園地とも4月 に尿素及びPK化成を使用してN― P―

Kの各成分 6崚/10a相 当を主幹を中心とした幅 2mの範

囲の樹列下に施用した。

`)調
査項目

1)土壌の採取と分析
全供試園について4月下旬の施肥前に各台樹ごとに樹間

の土壌を半円形オーガーで層位別 (0 20coと 20‐40cm)に

2～ 3回採取して各 1サ ンプルとした。採土後,未風乾の

状態で 2面のお、るいを通し未回乾±20gについてブ
レムナー

法により無機態窒素量を測定した。次に,各サンプルに
つ

いて100mlの培養ビンに未風乾±208を採取 し30℃ で28日

間培養した後に無機態窒素量を同様に測定した。培養前か

らの増加量を可給態窒素量として評価した。

2)樹体生育量の調査
a 新梢長
5月 ,6月 ,7月 ,9月 の各下旬に切除したものも含め

新梢の長さをすべて計測した。 9月下旬での5 cm以上の新

梢の総和を1樹総新梢長として算出した。 9月下旬まで
の

新梢夏期管理によって切除された新梢の長さも含めた, 5

cl以上の新梢の総和を1樹新梢総伸長として算出した。

b 樹高
4月下旬,9月下旬に地上部から最上位枝先端までの高

さを計測した。

3 試験結果及び考察

0)供試園の可給態窒素量1)新梢管理
0_20mの表層と20 40clの次層の平均値で比較すると ,

1998年 1主幹延長新梢以外は5月 と7月 に基部 2 cm程度

A,B,D園 の腐植質黒ボク土の園地やF,H園の水田転を残して切除した。

換園では35～5 0mgN/100gで ,淡色黒ボク土のC園 ,褐1999年 :4月上旬に主幹延長枝の切り戻しと主幹から発

色森林土を客土造成したE園の10～ 2 0mgN/100gに 比生していた2年枝を切除した。 5月下旬には主幹 2年枝か

較して高い傾向があつた。また,次層は表層に比
べて低い

ら発出したものは主幹延長新梢以外基部 2 cm程度を残して

値を示したが,表層,次層それぞれにおいても黒ボク土や切除した。6月下旬には主幹 2年枝部分の新梢が20co以上

水日転換園と淡色黒ボク土・客土造成土の園地
の間には可

伸長したものは10cl残 して,主幹 3年枝部分の新梢が30m
給態窒素量に差がある傾向がみられた。以上伸長したものは30∞残して切除した。
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表 1 県南部園地の可給態窒素量とわい性台 `ふ じ '

樹 (」M7台樹及びM26台樹)の 1樹新梢総
伸長,樹高との間の相関係数 (r)

1樹新梢   1999年 のみ      0762・・
総 伸 長   2000年のみ

1999年と2000年 '

樹  高   1999年のみ
2000年のみ

1999年と2000年
y

0706・

0765''
0768''
0690'
0771''

有意性  ・ 5%,・・:1%
′:1999年 と2000年の平均可給体窒素量と1999年と2000

年の 1樹新梢総伸長の合計の相関
γ:1999年 と2000年の平均可給態窒素量と2000年の樹高
の相関

可給態窒素量は年によって値が変動する傾向があったが,

相対的には可給態窒素の高い園地では2か年とも高い傾向

があった。

12)可給態窒素量と新梢伸長,樹高の関係

可給態窒素に対する新梢の伸長量,樹高など生育量を比

較すると,県北部と県南部の地域の違い,ま た JM lと

JM 7の台木の違いによって,反応に違いがみられたが ,

県南部の 6園についてみると,1999年 (樹齢 3年生)及び

2000年 (樹齢 4年生)の両年で4月 の可給態窒素が多い園

地ほど,9月下旬までの新梢の伸長は旺盛になる傾向があっ

た。樹高に対しても新梢の伸長量と同様に可給態窒素量の

多い園地で高くなる傾向がみられた。
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1999年と2000年平均可綸餞菫素量
(衰次層平均mgN/1008)

図 1  3～ 4年生時の可給態窒素量と新梢伸長の関係

4 ま  と  め

30℃ 28日間の培養法での可給態窒素を指標とした場合 ,

採土する深さ,植裁後の年次あるいは生育時期によって値

が変動することなど,リ ンゴの樹体生育と関連させる場合

には不確定なところもあり,さ らに検討が必要であるが ,

採取時期や深さを限定して測定すれば,幼木期のリンゴ樹

の新梢伸長や樹高等の生育を反映する指標と思われる。
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1216    1414     556              277     295     221E園       962
F屁ヨ            3864 2723             4783            3779

G園  1147  1954  1686  1893  1588  2739  2520  2894   274  341  327  311
H園  1454  2883      2717  1797  4048      3604  309  388      347
・ :1樹総新梢長  9月 下旬での 5 cII以上の新梢の絡和
1樹新梢総伸長 9月下旬までの新梢夏期管理によって切断された長さも含めた 5 cm以上の新梢の総和
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表 2 4年生」M台樹等の生育量 (2000年 )
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